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農商工連携事例を学ぶ
	 	〜東北・北海道ブロック指導員研究会〜

　7月10日㈫、11日㈬の2日間に亘り、秋田市のホテルメトロポリタン秋田において、東北・北海道各道

県中央会から12名が参加し、東北・北海道ブロック指導員研究会を開催しました。

  今回の研究会は、「農商工連携」をテーマとし、秋田印刷製本株式会社代表取締役大門一平氏（秋田県印

刷工業組合理事長）と有限会社三浦米太郎商店代表取締役三浦悦朗氏を講師に招き、農商工連携に取り

組んだ背景や生産者等関係者との連携等について学びました。

  大門社長からは、常識からの脱却、

消費者ニーズや知的所有権活用の

重要性等について紹介されたほか、

円滑な農商工連携のポイントは、

「生産者と良好なコミュニケーショ

ンを確立すること。」とアドバイス

がありました。

  また、中央会に対して、「農商工

連携に必要な客観的な視点を持つ

コーチになってもらいたい。」と要

請がありました。

  意見交換では、農商工連携や6次産業化に対する支援状況について職員間で討議しました。

  この中で、農商工連携や6次産業化は、地域活性化において非常に有効な手段となっている一方で、中央

会職員は生産者へ直接働きかけるルートに乏しく、中央会と生産者とのネットワーク構築が大きな課題

であることが浮き彫りにされました。

  本会としては、各団体との情報交換を強化して生産者との結びつきを深めるとともに、農商工連携実践

スクール事業等を通じて、生産者と商工業者との連携を推進していくこととしています。

【農商工連携を支援する施策】
　あきた農商工応援ファンド事業（助成金）
　中小企業者と農林漁業者等が一体となり、互いに有するノウハウや技術を活用し、県産農林水産物を

核とした新商品開発やその販路開拓などの取組を支援します。

⑴農商工連携支援事業
　○補助対象者　　中小企業者、NPO法人等と農林漁業者との連携体

　○補助対象事業　中小企業者と農林漁業者の連携体による新商品開発、販路開拓

　○補助対象経費　新商品又は新サービスの開発費、販路開拓費

　○補助限度額　　＜重点支援枠＞補助対象経費の2 ／ 3以内かつ500万円以内

　　　　　　　　　＜一　般　枠＞補助対象経費の1 ／ 2以内かつ500万円以内

⑵農商工等連携応援団体支援事業
　○補助対象者　　中小企業者と農林漁業者との連携体等を支援する事業を行う団体

　○補助対象事業　団体が行う農商工連携により開発された新商品の販路開拓

　○補助対象経費　旅費、会場費、商談会・研修会等開催経費など

　○補助限度額　　補助対象経費の10 ／ 10以内かつ500万円以内

　○募集期間　　　平成24年 7月10日（火）〜平成24年 8月10日（金）

　　　　　　　　　平成24年11月12日（月）〜平成24年12月10日（月）

【お問い合わせ先】　公益財団法人あきた企業活性化センター

　　　　　　　　　経営革新担当　☎018-860-5701 ／ FAX 018-860-5612

　　　　　　　　　総合相談担当　☎018-860-5610 ／ FAX 018-863-2390

【講師として説明する大門氏】




